農村地区における中学生のスポーツに対する意識調査  ― A市Y地区の場合 ― by 山本 孔一
281
Ⅰ．研究の動機および目的
　日本のスポーツ界が，次の100年に向けてどのよう
な使命を自覚し，行動していくか，その指針となる
「スポーツ宣言日本｣が発表された。その使命の一つと
して示されたスポーツと地域生活のかかわり，言い換
えれば，公正で福祉豊かな地域をつくるスポーツが必
要とされている。そしてその担い手となる子どもたち
は，平均して，コミュニケーションをとる事が苦手で
あり，自分自身の判断で物事に立ち向かう事が困難に
なりつつある。指示を受けて行動する事が出来る反
面，指示がなく，他者が用意した環境がない場合，自
分でも何をやりたいのかわからないということが増え
てきている。その理由の一つに，現代の子供のスポー
ツ離れが大きな影響を及ぼしている。現代の子供は外
で遊ぶ・集団で行動をする事をせず，自宅でのテレビ
ゲームや，携帯電話・パーソナルコンピューターを利
用してのコミュニケーションなどを好んでいる傾向が
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みられる。その影響により，コミュニケーション能力
の低下や運動能力の低下という大きな問題が生じてき
ている。
　また，物質的な豊かさや便利さの中で生活する一方
で，学校での生活，塾や自宅での勉強にかなりの時間
をとられ，睡眠時間が必ずしも十分でないなど，ゆと
りのない忙しい生活を送っている。そのためか，かな
りの子供たちが，土曜日の午前中を「ゆっくり休養」
する時間に当てている。また，テレビなどマスメディ
アとの接触にかなりの時間をとり，疑似体験や間接体
験が多くなる一方で，生活体験・自然体験が不足し，
家族で過ごす時間も減少傾向という状況がうかがえ
る。
　また，新しい学習指導要領においても，小学校低・
中学年や中学校において体育・保健体育の授業時数が
増加され，「体つくり運動」の領域が小学校低学年か
ら必修化されるなど，ますます体育・保健体育の授業
の重要性が高まってきている。岡山県教育委員会で
は，小学校から高等学校までの児童・生徒の体力の向
上を図るため，体育・保健体育の授業の一層の充実を
図り，児童生徒一人一人が課題をもって主体的に体力
づくりに取り組む事ができるようにするとともに，教
科外での活動機会の充実など学校教育活動全体を通じ
た取り組みを推進する「いきいき岡山っ子体力アップ
プラン」をスタートさせた。
　そこで，本研究は，本学近辺のA市Y地区の中学生
を対象にスポーツ意識調査を実施し，地域における現
代スポーツの問題点及び課題を整理し，A市Y地区Y
スポレククラブのように総合型地域スポーツクラブで
地区を活性化しようとしている市町村の参考となる資
料を提示する。
Ⅱ．先行研究のレビュー
　これまで中学生に対するスポーツの意識調査はほと
んど行われておらず，高校生に対するスポーツの意識
調査が数件行われているだけである。
　主に1980年１月に行われた犬飼の「高校生の生活状
況とスポーツ満足度に関する調査研究」や1981年12月
に行われた外間の「沖縄県高校生のスポーツ調査」な
どがある。
　論文の内容を先行研究したが，今現在の中学生及び
高校生の現状とは異なっているため，比較するには難
しいといえる。しかし，質問内容を様々な方向で比較
する点や生活環境による比較などの良い点も見られ
た。
①スポーツの満足度とその理由を具体的にしている。
② 県のスポーツに対する対策，関心度などを表示して
いる。
③ 校内・校外に分けてスポーツを行わない理由を比較
させている。
④ 校外の運動種目を挙げて，校内の部活動に不足して
いる点を挙げている。
⑤ 運動部経験年数による生徒の意識の違いを比較して
いる。
⑥ 余暇時の行動パターンを調べている。以上の６点を
参考に研究を進めていきたい。本研究ではスポーツ
を様々な角度から見て，学校部活動の不満や満足
度・日常生活とスポーツの関わりについて取り組ん
でいきたい。
Ⅲ．A市のスポーツの現状と課題
１．現状と課題
（１）現状
①スポーツを取りまく社会環境
　近年，少子高齢化や高度情報化，国際化などが進
み，人々の価値観やライフスタイルが多様化するなか
で，スポーツを取り巻く環境においても次のような変
化が見られる。
②少子化と子どものスポーツ環境
　学習塾等の学校外学習やテレビゲーム等の室内遊び
の増加による外遊びやスポーツ活動時間の減少，空き
地などの手軽に遊べる場所の減少に加え，子どもの数
の減少によって地域のスポーツ団体が成立しない状況
や学校運動部活動の休部・廃部が増加するなど，子ど
もたちの運動する機会が減少している。
　また，少年期のスポーツ活動の大切さが言われるな
かで，地域での指導者不足からスポーツをする楽しさ
に触れる機会も少なくなり，子どもたちのスポーツ離
れが進んでいる。さらに，子どもの体力・運動能力の
低下傾向が見られ，そのなかでも運動する子どもとし
ない子どもの格差が顕著になり二極化傾向が進みつつ
ある。
③体力の低下とストレスの増大
　生活が便利になった事にともない，近い距離でも自
動車で出かけるなど，日常生活において体を動かす機
会が減少している。その結果，人々の体力や運動能力
の低下を招いている。
　また，現代はストレス社会といわれるように，学校
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や職場，地域社会，さらに家庭においても，人々は
様々な精神的ストレスを抱えて生活をしている。こう
したストレスの増大に加え，食生活の変化などから生
活習慣病などの病気にかかる人が増える傾向にあるな
かで，心身両面にわたる健康の保持増進や体力の向
上に役立つスポーツの重要性が改めて見直されつつあ
る。
④生涯スポーツの推進状況
　国の「スポーツ振興基本計画」に示されているよう
に，市民の誰もが生涯にわたってスポーツに親しむ
事のできる生涯スポーツ社会の実現を目指すために
は，身近な地域において子どもから高齢者まで（多世
代），様々なスポーツを愛好する人が（多種目），それ
ぞれの趣向・レベルに合わせて参加できる（多志向），
「総合型地域スポーツクラブ」の創設・育成が必要と
なる。A市においても「A市総合計画」の中でその設
立がスポーツ振興の重点施策として位置づけられてお
り，現在２つのクラブが設立の準備をしている。しか
し，「総合型地域スポーツクラブ」についての認知度
は意識調査にも見られるように低く，普及啓発を図る
必要がある。
　また，市民により自主的・主体的に運営される「自
主財源自主運営」のクラブとなるため，設立には経営
能力を有する専門的な人材や市民交流の場として期待
される活動拠点の確保が必要となる。
（２）課題
①学校の体育・スポーツの状況
　A市の児童・生徒については，全国的な傾向と同様
に，体力・運動能力は低下傾向にあり，この現状に歯
止めをかけ，上昇傾向に転じる方策が必要となる。ラ
イフスタイルの変化により体を動かす機会が減少して
いるなか，児童・生徒の体を動かす場や機会をできる
限り多く確保する観点から，体育の授業だけでなく，
総合的な学習の時間，運動部活動など学校教育活動全
体を通じて，生涯にわたるスポーツライフの基礎を培
うとともに，体力の向上を図る事について，各学校の
積極的な取り組みが必要となる。
　中学校の運動部活動では少子化に伴う生徒数の減少
により参加生徒数も減少し，単独校によるチーム編成
が困難な状態が生じている。また教員の実技指導力不
足などの要因で，十分な指導ができないなど生徒の
ニーズに対応できない状況もある。そうしたなかで，
一部の部活動には外部指導者が活用されているが，今
後さらに外部指導者制度の導入を進めていく必要があ
る。また，このような制度構築に向けては，練習や大
会参加における責任者の問題や人材確保などの検討課
題があり，体育協会や総合型地域スポーツクラブ，ス
ポーツ少年団との連携も必要となる。
Ⅳ．調査方法
（１）調査対象：岡山県A市立Y中学校の生徒99名
（２）調査時期：2012年９月
（３）調査方法：質問紙による配票調査
（４）回収数：94部（回収率94.9％）
（５）分析の視点
①性別：男性（Ｎ＝43　45.7％）
　　　　女性（Ｎ＝51　54.3％）
②学年別
≪表１≫
項目 男 女 まとめ
１年
２年
３年
合計
11人
17人
15人
43人
15人
12人
24人
51人
26人
29人
39人
94人
Ⅴ．結果および考察
１．学生のスポーツの二極化
（１）あなたはスポーツが好きですか？　
　全体的にスポーツが好きな生徒が多い。しかし１
年・３年生の女子のスポーツ嫌いが目立つ。
≪図１≫
２．スポーツの二極化の要因
（１）スポーツ好きの要因
　各学年，「体を動かすことが好き」と答えた人が大
半を占めているが，学年が上がるにつれてストレス発
散を目的とする人が増加傾向にある。
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≪図２≫
（２）スポーツ嫌いの要因
　１・２年生は「体を動かすことが嫌い」また，「ス
ポーツが苦手，スポーツをする時間がない」という傾
向がみられるが３年生になると「だるい，疲れる，面
倒くさい」という意識が強く見られる。
≪図３≫
【１年全体】
①体を動かすことが嫌い（50％）　
②苦手，スポーツをする時間がない（25％）　
③その他（25％）　向いていない，体が不自由であま
り動けない
【２年全体】
①体を動かすことが嫌い（100％）　
②苦手，スポーツをする時間がない（０％）　
③その他（０％）　
【３年全体】
①体を動かすことが嫌い（29％）　
②苦手，スポーツをする時間がない（14％）　
③その他（57％）　運動苦手，疲れる，だるい，面倒
くさい
３．現在のスポーツ状況
（１）スポーツ・運動種目
　野球に多く偏り，また授業で経験したことのあるバ
ドミントンを競技している人が多くみられる特徴があ
る。
≪表２≫
項目 １年男子 １年女子 ２年男子 ２年女子 ３年男子 ３年女子
野球 55% 0 44% 0 22% 0
サッカー 0 0 0 0 4% 0
バスケットボール 0 6% 0 0 4% 0
水泳 0 0 0 10% 0 0
テニス 27% 18% 38% 40% 33% 22%
ラグビー 0 0 0 0 0 0
陸上 0 0 0 0 0 0
バレーボール 0 0 0 0 4% 17%
卓球 0 0 0 0 0 0
剣道 18% 0 12% 0 8% 4%
柔道 0 0 0 0 0 0
ハンドボール 0 0 0 0 0 0
自転車競技 0 0 0 0 0 4%
ソフトボール 0 0 0 0 0 0
散歩 0 41% 6% 30% 4% 22%
ジョギング 0 6% 0 20% 4% 0
その他 0 29% 0 0 17% 31%
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【１年全体】
①散歩（25％）　②野球（21％）　③テニス（21％） 
④その他（18％）　⑤バスケットボール（４％）　⑥
ジョギング（４％）　⑦バレーボール（０％）・卓球
（０％）・陸上（０％）・剣道（０％）・柔道（０％）・
ハンドボール（０％）・サッカー（０％）・自転車競技
（０％）・ソフトボール（０％）・水泳（０％）・ラグ
ビー（０％）
＊その他は，全てバドミントン
【２年全体】
①テニス（31％）　②野球（22％）　③その他（19％） 
④ 散 歩（13 ％）　 ⑤ 剣 道（ ６ ％）　 ⑥ ジ ョ ギ ン グ
（６％）　⑦水泳（３％）　⑧ラグビー（０％）・サッ
カー（０％）・陸上（０％）・バレーボール（０％）・卓
球（０％）・柔道（０％）・ハンドボール（０％）・バ
スケットボール（０％）・自転車競技（０％）・ソフト
ボール（０％）
＊その他は，全てバドミントン
【３年全体】
①テニス（28％）　②その他（23％）　③散歩（13％） 
④ 野 球（11 ％）・ バ レ ー ボ ー ル（11 ％）　 ⑥ サ ッ
カー（２％）・バスケットボール（２％）自転車競技
（２％）・ジョギング（２％）　⑩ラグビー（０％）・陸
上（０％）・卓球（０％）・水泳（０％）・剣道（０％）・
柔道（０％）・ハンドボール（０％）・ソフトボール
（０％）
＊その他　弓道，バドミントン，ダンス
（２）好きなスポーツの種類
　男子全体では，野球，サッカー，バスケットボー
ル，女子全体では，水泳，テニス，バスケットボー
ル，バレーボールが，人気がある。全体的には，野
球，サッカー，バスケットボールといったメジャー競
技または，水泳，テニス，陸上など少人数でできるス
ポーツを好む傾向がある。
【１年全体】
①テニス（13％）　②サッカー（13％）　③バスケット
ボール（13％）　④水泳（11％）⑤野球（11％）　⑥
散歩（10％）　⑦卓球（８％）　⑧陸上（６％）　⑨剣
道（３％）　⑩柔道（２％）・ジョギング（２％）・な
し（２％）　⑬ハンドボール（０％）・バレーボール
（０％）・自転車競技（０％）・ソフトボール（０％）・
ラグビー（０％）
＊その他（６％）・未回答（２％）その他は，全てバ
ドミントン
≪表３≫
種目 １年男子 １年女子 ２年男子 ２年女子 ３年男子 ３年女子
野球 21% 3% 19% 5% 19% 0
サッカー 21% 6% 26% 5% 3% 0
バスケットボール 11% 14% 19% 14% 13% 5%
水泳 11% 11% 5% 9% 6% 17%
テニス 11% 14% 19% 9% 10% 14%
ラグビー 0 0 0 0 3% 0
陸上 4% 9% 0 19% 0 5%
バレーボール 0 0 0 6% 3% 14%
卓球 11% 6% 5% 0 18% 5%
剣道 4% 3% 7% 0 0 3%
柔道 0 3% 0 0 0 0
ハンドボール 0 0 0 0 0 0
自転車競技 0 0 0 0 0 0
ソフトボール 0 0 0 0 3% 3%
散歩 6% 11% 0 14% 3% 9%
ジョギング 0 3% 0 19% 3% 3%
なし 0 3% 0 0 6% 5%
その他 0 11% 0 0 10% 17%
未回答 0 3% 0 0 0 0
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【２年全体】
①サッカー（19％）　②バスケットボール（18％）　③
テニス（16％）　④野球（15％）　⑤水泳（６％）・陸
上（６％）・ジョギング（６％）　⑧剣道（４％）・散
歩（４％）　⑩卓球（３％）　⑪バレーボール（１％） 
⑫ラグビー（０％）・柔道（０％）・ハンドボール
（０％）・自転車競技（０％）・ソフトボール（０％）・
なし（０％）・その他（０％）
【３年全体】
①その他（14％）　②水泳（13％）・サッカー（13％） 
④テニス（12％）　⑤散歩（10％）　⑥卓球（９％）・
バレーボール（９％）　⑧野球（８％）・バスケット
ボール（８％）　⑩なし（５％）　⑪陸上（３％）・ソ
フトボール（３％）・ジョギング（３％）　⑭ラグビー
（１％）・剣道（１％）　⑯柔道（０％）・ハンドボール
（０％）・自転車競技（０％）　
＊その他　弓道，バドミントン，ボーリング，ダン
ス，うらじゃ，HIPHOP
（３）嫌いなスポーツの種類
　コンタクトスポーツを嫌う傾向がある。
【１年全体】
①野球（13％）・ラグビー（13％）　③バレーボー
ル（10％）・ジョギング（10％）　⑤陸上（８％）・水
泳（８％）　⑦サッカー（６％）・剣道（６％）・な
し（６％）　⑩柔道（４％）・ハンドボール（４％）・
ソフトボール（４％）　⑬卓球（２％）・自転車競
技（２％）・バスケットボール（２％）　⑯テニス
（０％）・散歩（０％）・その他（０％）
【２年全体】
①剣道（22％）　②バレーボール（17％）　③柔道
（12％）　④陸上（11％）　⑤水泳（６％）　⑥ラグビー
（５％）・野球（５％）・バスケットボール（５％）・な
し（５％）　⑩サッカ （ー３％）・自転車競技（３％）　
⑫ハンドボール（２％）・テニス（２％）・ソフトボー
ル（２％）・ジョギング（２％）　⑯卓球（０％）・散歩
（０％）・その他（０％）未回答（２％）
【３年全体】
①剣道（16％）　②柔道（15％）　③なし（９％）　④
サッカー（８％）・バスケットボール（３％）　⑤ラグ
ビー（７％）・陸上（７％）　⑦野球（６％）・ジョギン
グ（６％）　⑨バレーボール（５％）・水泳（５％）　
⑪自転車競技（３％）　⑫ハンドボール（２％）・テニ
ス（２％）・散歩（２％）　⑮卓球（１％）　⑯ソフト
ボール（０％）　⑰その他（２％）未回答（１％）そ
≪表４≫
種目 １年男子 １年女子 ２年男子 ２年女子 ３年男子 ３年女子
野球 8% 13% 3% 7% 6% 5%
サッカー 0 9% 5% 0 3% 10%
バスケットボール 0 3% 3% 7% 3% 4%
水泳 0 11% 5% 7% 6% 4%
テニス 0 0 3% 0 3% 2%
ラグビー 8% 13% 5% 4% 3% 9%
陸上 8% 9% 13% 7% 12% 4%
バレーボール 15% 9% 21% 11% 3% 5%
卓球 8% 0 0 0 0 2%
剣道 15% 3% 15% 30% 12% 18%
柔道 0 6% 10% 15% 15% 15%
ハンドボール 8% 3% 3% 0 0 4%
自転車競技 0 3% 3% 4% 10% 0
ソフトボール 8% 3% 3% 0 0 0
散歩 0 0 0 0 6% 0
ジョギング 15% 9% 0 4% 3% 7%
なし 7% 6% 5% 4% 15% 5%
その他 0 0 0 0 0 4%
未回答 0 0 3% 0 0 2%
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の他（ほとんど嫌い） （４）興味があるスポーツ
　ネットを挟み，少人数でできるテニスや卓球を好む
傾向がある。
【１年全体】
①卓球（14％）・なし（14％）　③サッカー（11％）・
テニス（11％）・陸上（11％）　⑥野球（７％）・剣
道（７％）⑧バスケットボール（４％）・ラグビー
（４％）・水泳（４％）・柔道（４％）・ハンドボール
（４％）・ソフトボール（４％）・自転車競技（４％） 
⑮バレーボール（０％）・散歩（０％）・ジョギング
（０％）・その他（０％）
【２年全体】
① テ ニ ス（13 ％）　 ② サ ッ カ ー（ ９ ％）　 ③ 野 球
（８％）・水泳（８％）・バスケットボール（８％）・
卓球（８％）　⑦散歩（６％）　⑧陸上（５％）・剣道
（５％）・柔道（５％）・なし（５％）　⑫ハンドボール
（４％）・ソフトボール（４％）・ジョギング（４％） 
⑬ラグビー（２％）　⑭自転車競技（２％）・その他
（２％）　⑯バレーボール（１％）
未回答（１％）その他（バドミントン）
【３年全体】
①なし（17％）　②野球（11％）・バスケットボール
（11％）　④卓球（９％）　⑤テニス（８％）・その他
（８％）　⑦サッカー（６％）・柔道（６％）　⑨バレー
ボール（５％）　⑩水泳（３％）・陸上（３％）・自転
車競技（３％）・散歩（３％）　⑭剣道（２％）・ハン
ドボール（２％）　⑯ラグビー（０％）・ソフトボール
（０％）・ジョギング（０％）
＊未回答（６％）その他（ダンス，うらじゃ，弓道）
（５）スポーツを始めた要因
　「スポーツを見て」始めた人と「友達」から誘われ
ての人が多い。
≪図４≫
≪表５≫
種目 １年男子 １年女子 ２年男子 ２年女子 ３年男子 ３年女子
野球 11% 5% 11% 4% 19% 3%
サッカー 0 16% 11% 4% 9% 3%
バスケットボール 0 5% 9% 8% 9% 12%
水泳 0 5% 7% 13% 0 6%
テニス 0 16% 11% 17% 13% 3%
ラグビー 0 5% 3% 0 0 0
陸上 0 16% 5% 4% 0 6%
バレーボール 0 0 1% 0 3% 6%
卓球 0 21% 7% 13% 13% 6%
剣道 0 11% 5% 4% 3% 0
柔道 11% 0 5% 4% 9% 3%
ハンドボール 11% 0 5% 0 0 3%
自転車競技 11% 0 3% 0 3% 3%
ソフトボール 11% 0 5% 0 0 0
散歩 0 0 3% 13% 0 6%
ジョギング 0 0 3% 4% 0 0
なし 45% 0 5% 4% 13% 20%
その他 0 0 0 8% 0 14%
未回答 0 0 1% 0 6% 6%
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【１年全体】　　
・親（15％）　・兄弟（22％）　・友達（29％）　
・先生（４％）　・先輩（０％）
・スポーツを見て（15％）　・未回答（15％）
【２年全体】　
・親（16％）　・兄弟（７％）　・友達（10％）　
・先生（６％）　・先輩（６％）
・スポーツを見て（29％）　・未回答（26％）
【３年全体】　　
・親（５％）　・兄弟（５％）　・友達（31％）　
・先生（２％）　・先輩（８％）
・スポーツを見て（23％）　・未回答（26％）
４．運動部活動状況
（１）入部状況
　運動部活動の入部状況は１年の男子の入部率は９割
を占めるのに対して女子の入部率は２割である。２年
生の男子の入部率も約９割を占めているが女子の入部
率は３割である。３年生男子の入部率も９割を占めて
いる。女子の入部率は約５割である。この結果男子は
各学年とも９割が部活動に加入しているが女子の部活
動加入率は全体では約３割しか加入していない。
≪図５≫
【１年全体】　はい（50％）　いいえ（50％）
　　　　　　不備（０％）
【２年全体】　はい（66％）　いいえ（34％）
　　　　　　不備（０％）
【３年全体】　はい（62％）　いいえ（35％）
　　　　　　未回答（３％）
（２）学校運動部活動に入部しない理由
　入部しない一番多い理由は，運動が苦手で文化部に
所属している。それ以外に「土日に部活動をしたくな
い」・「自分の好きな部活がない」・「学校の部活動が弱
いから」・「リトルリーグに所属しているから」・「体が
弱い為」・「家の仕事に遅れるから」などの理由である。
（３）学校の運動部活動満足度
　学校部活動の満足理由には，「部活をしていて楽し
い」・「内容が充実している」・「先輩と交流しながら楽
しくできる」・「部活動の数も充実していると思うか
ら」・「体育の授業で活かせる」また，不満足の理由と
して「自分のしたいスポーツがない」・「部活が弱い」・
「練習試合を組んでくれない」・「顧問が何も教えてくれ
ない」・「部活の時間が短い」・「グランドが狭い」・「や
る気が感じられない」。また，１年生の約７割は満足
と答えているが２，３年生の約８割が満足していない
とこたえている。このことから分かるように小学校か
ら上がってきた生徒は中学校での部活動に満足してい
ることがわかるが２，３年生の多くは満足していない
ことが分かる。
≪図６≫
【１年全体】　はい（69％）　いいえ（31％）　
【２年全体】　はい（14％）　いいえ（82％）
　　　　　　未回答（４％）
【３年全体】　はい（10％）　いいえ（79％）
　　　　　　未回答（11％）
５．学生の将来とスポーツの関連性
　「はい」と答えた生徒は１人を除きプロ選手になり
たいと思っていることがわかる。
　その反面「いいえ」と答えた生徒の多くはスポーツ
だと将来が不安なこととスポーツに興味がないことや
その他に意見が分かれておりスポーツを仕事として結
びつく考えが少ないことが分かる。他にも文化系の活
動のほうが好きな生徒も多くみられる。
289
（１）　将来スポーツに関係する仕事に従事
≪図７≫
【１年全体】　はい（４％）　いいえ（96％）
【２年全体】　はい（14％）　いいえ（82％）
　　　　　　未回答（４％）
【３年全体】　はい（５％）　いいえ（96％）
　　　　　　未回答（５％）
（２）スポーツ関係の仕事に就きたくない理由
≪図８≫
【１年全体】　
・体を動かすことが嫌い（８％）
・スポーツだと将来が不安（36％）
・スポーツに興味がない（20％）
・その他（36％）　・未回答（８％）
　＊その他の理由
　・大変そうだから
　・嫌いではないが他にもいろいろしてみたい
　・スポーツに興味がない
　・音楽関係の仕事がしたい
　・まだわからない
【２年全体】　
・体を動かすことが嫌い（４％）
・スポーツだと将来が不安（31％）
・スポーツに興味がない（13％）
・その他（48％）　・未回答（４％）
　＊その他の理由
　・他に夢がある
　・将来スポーツを好きかわからない
　・スポーツは好きだが違う仕事がしたい
　・デザイン関係の仕事がしたい
　・まだ夢がない
【３年全体】　
・体を動かすことが嫌い（３％）
・スポーツだと将来が不安（46％）
・スポーツに興味がない（32％）　・その他（19％）
・未回答（０％）
　＊その他の理由
　・別のことに興味がある
　・仕事は別
　・夢がある
６．学生のスポーツに対するマイナス要因
　１，２年生は「はい」が３割「いいえ」が７割を占
めておりスポーツをやめようと思ったことが少ないの
が分かる。しかし３年生に至っては「はい」と「いい
え」がほぼ同数であり，１，２年生と違った考え方を
持っていることがわかる。やめようと思った生徒の多
くは「体力がついていかない」と「めんどうくさい」
「友人関係」での問題点が上がっていることが分かる。
（１）学校部活動をやめたい理由
≪図９≫
【１年全体】　はい（27％）　いいえ（73％）
【２年全体】　はい（28％）　いいえ（65％）
　　　　　　未回答（７％）
【３年男子】　はい（43％）　いいえ（44％）
　　　　　　未回答（13％）
【１年全体】　
・指導者と合わなかった（０％）
・怪我をしたから（０％）
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・部活内でのいじめ（０％）
・体力がついていかない（25％）
・家庭の事情（０％）
・その他（75％）
　＊その他の理由
　・面倒くさい
【２年全体】　
・指導者と合わなかった（25％）
・怪我をしたから（０％）
・部活内でのいじめ（０％）
・体力がついていかない（25％）
・家庭の事情（12％）
・その他（38％）
　＊その他の理由
　・友人関係に問題が生じた
　・苦しかった時
【３年全体】　
・指導者と合わなかった（25％）
・怪我をしたから（０％）
・部活内でのいじめ（０％）
・体力がついていかない（31％）
・家庭の事情（６％）
・その他（38％）
　＊その他の理由
　・部活内で問題が生じた
　・面倒になった
　・言いたくない
７．学生の現在の運動量（体育の授業を除く）
　１，２年生の男子，２年生女子の約８割は週６日ス
ポーツを行っており部活動に取り組んでいることが分
かる。１年生の女子は週１日〜３日までの生徒が約７
割を占めており運動をあまりしていないことが分か
る。しかし３年生男女は部活動を引退していることも
あり運動している生徒が少ないことがわかる。
≪図10≫
【１年全体】
・週１日（32％）
・週２日（８％）
・週３日（４％）
・週４日（０％）
・週５日（12％）
・週６日（36％）
・週７日（０％）
・不備（８％）
【２年全体】　
・週１日（14％）
・週２日（７％）
・週３日（14％）
・週４日（０％）
・週５日（０％）
・週６日（58％）
・週７日（０％）
・不備（７％）
【３年全体】
・週１日（20％）
・週２日（31％）
・週３日（８％）
・週４日（２％）
・週５日（10％）
・週６日（３％）
・週７日（18％）
・不備（８％）
８．学生の１日の運動時間
　図11を考察した結果ほとんどの生徒が約１時間〜２
時間程度のスポーツ又は部活動をしている事が分か
る。しかし野球部の生徒の多くは２時間〜３時間練習
をしている事が分かる。
≪図11≫
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【１年全体】　
・０〜１時間（33％）
・１〜２時間（41％）
・２〜３時間（15％）
・３〜４時間（０％）
・４〜５時間（０％）
・５時間以上（７％）
・不備（４％）
【２年全体】　
・０〜１時間（17％）
・１〜２時間（55％）
・２〜３時間（11％）
・３〜４時間（０％）
・４〜５時間（０％）
・５時間以上（０％）
・不備（17％）
【３年全体】　
・０〜１時間（27％）
・１〜２時間（35％）
・２〜３時間（11％）
・３〜４時間（２％）
・４〜５時間（３％）
・５時間以上（３％）
・不備（19％）
９．学生のスポーツと勉強の関連性
（１）学校部活動と勉強の両立
≪図12≫
【１年全体】　はい（38％）　いいえ（58％）
　　　　　　不備（４％）
【２年全体】　はい（44％）　いいえ（56％）
　　　　　　不備（０％）
【３年全体】　はい（18％）　いいえ（69％）
　　　　　　不備（13％）
（２）学校部活動と勉強の両立ができない理由
≪図13≫
【１年全体】　
・時間がない（53％）　　
・勉強が嫌いだから（10％）
・スポーツが嫌い（32％）
・その他（０％）
・不備（５％）
【２年全体】　
・時間がない（22％）　　
・勉強が嫌いだから（57％）
・スポーツが嫌い（14％）
・その他（７％）
・不備（０％）
【３年全体】　
・時間がない（34％）　　
・勉強が嫌いだから（31％）
・スポーツが嫌い（４％）　
・その他（27％）
・不備（４％）
　１年生の男子のみスポーツと勉強を両立させている
生徒が50％を占めているが，それ以外の学年の男女は
両立していない生徒は６割〜７割を占めている事から
ほとんどの生徒がスポーツと勉強を両立させることが
できない事がわかる。
10．学生のスポーツのメリット，デメリット
（１） スポーツのメリット（スポーツで何か得した，
手に入れた物）
　男子では「仲間・友人が出来た」という答えが多く
見られる。女子では，「リフレッシュになった」等，
気分転換等の意見が多かった。
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≪図14≫
【１年全体】　
・仲間・友人が出来た（31％）　
・礼儀作法を習得出来た（28％）
・集団行動が出来た（13％）　　
・その他（22％）
・不備（６％）
・ その他　たくさんの競技を知った・スポーツの意味
を知った・気持ちが楽になる・リフレッシュになっ
た・体力がついた・仲間を信用する・強気で行う気
持ち
【２年全体】　
・仲間・友人が出来た（29％）　　
・礼儀作法を習得出来た（29％）
・集団行動が出来た（20％）　 　
・その他（10％）
・不備（12％）
・その他　体力がついた・楽しさを知った
【３年全体】　
・仲間・友人が出来た（35％）　
・礼儀作法を習得出来た（21％）
・集団行動が出来た（14％）　 　
・ その他（15％）
・不備（15％）
・その他　力がついた・友の大切さ・思い出
（２） スポーツのデメリット（スポーツで何か損した
こと，失った物）
　ほとんどの生徒が遊ぶ時間が減ったこと，怪我をし
たことに分かれているが，体調を崩した，学力が落ち
たと書いている生徒も見られる。
≪図15≫
【１年全体】　
①遊ぶ時間が減った（20％）
②怪我をした（16％）
③学力が落ちた（４％）　　　
④その他（48％）
無回答（12％）
その他　風邪をひいた
【２年全体】　
①遊ぶ時間が減った（40％）　
②怪我をした（27％）
③学力が落ちた（10％）　　　
④その他（13％）
無回答（10％）
その他　時間が無くなった・親に勉強するように言わ
れた
【３年全体】　
①遊ぶ時間が減った（33％）　
②怪我をした（23％）
③学力が落ちた（14％）　　　
④その他（12％）
無回答（18％）
その他　やる気・時間
11．学生のスポーツの存在価値
（１） あなたにとってスポーツとはどのような存在で
すか？
　１年全体では，良い理由として，「楽しい・体力が
つく・大切・心がウキウキする・必要な物・リフレッ
シュになる・友達みたいなもの・仲間との絆を深め
る・集団行動を学べる」。また，悪い理由として「大
変・面倒くさい・あまり楽しくない・しんどい・怪我
をして面白くない」。
　２年全体では，良い理由として，「あって欲しい・
大切・元気が出る・友人と楽しい時間・生きがい・
命・楽しみ・友人が出来る・団結を深める・ストレス
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発散・ないと落ち着かない・体を鍛える・ダイエッ
ト・体力作り・見るのが好き・時間があればしてみた
い」。また，悪い理由として，「やるのは嫌い・どうで
もいい」。
　３年全体では，良い理由として「楽しい・生活の一
部・命・最高・遊び・生きる力・一番自由に出来る・
体力づくり・体を動かす・大切な物・ストレス発散・
特別な存在・嫌な事を忘れられる・体を動かす大切
さ・見ると楽しい・癒し」。
　また，悪い理由として「悪・暇つぶし・やりたくな
い・だるい存在」
　主に生徒達はスポーツに対して楽しい，友人が出来
ると良いイメージを持っている生徒が多い。しかし中
には悪いイメージとして怪我をしてしまう，だるいと
思っている生徒もいる。
12．学生の今後のスポーツ状況
（１） 今のスポーツを卒業しても高校でやりますか？
（はい・いいえ）
　高校ではアルバイトが出来，遊ぶ事が多く，それに
中学とは違い勉強の面でも両立する事が難しい為高校
でも続けようと思う生徒が少ない。
≪図16≫
【１年全体】　はい（35％）　いいえ（65％）　
【２年全体】　はい（48％）　いいえ（45％）
　　　　　　未回答（７％）
【３年全体】　はい（23％）　いいえ（62％）　
　　　　　　未回答（15％）
（２）高校で続ける理由・続けない理由
　１年全体では，「はいの理由」として，「楽しいか
ら・高校でもやったら楽しそうだから・スポーツが好
きだから・野球が好きだから」。「いいえの理由」とし
て「だるい・やりたくない・他の部活をしたい・勉強
がしたい・やりたいけど高校であるかわからない・両
立するのが難しい・嫌い・忙しい・今もあまり行って
いない・別に意味がない・運動が苦手・めんどい・勉
強に専念したい」
　２年全体では，「はいの理由」として，「上手くなり
たい・続けたい・自分にあっている・楽しい・好き」。
「いいえの理由」として，「自分のしたいスポーツがあ
る・バイトがしたい・勉強がしたい・まだ決めていな
い・楽しくない」
　３年全体では，「はいの理由」として，「３年間やっ
たから・動きたい・野球が好き・楽しいから・やりた
い・教えてくれた先生に恩返し」。「いいえの理由」と
して，「勉強に専念する・めんどい・帰れない・高校
はやらない・体力がついていかない・文化部に入りた
いから・時間がない・忙しい・他にやりたいスポーツ
がある・スポーツが苦手・やりたくない・だるい」。
Ⅵ．考察および方策
　上記のアンケート結果をもとに，Y中学校における
優れている点・課題をあげ学生の運動に対する意識を
向上させる一助としたい。また，この地域にある総合
型地域スポーツクラブと中学校が，協力し合い，今後
のスポーツクラブの定着・発展のための方策を考察す
ることとする。
① 　Y中学校の生徒は全体的にスポーツが好きな生徒
が多く運動に活発な生徒が多いことが分かる。その
中でも誰でも一度は経験した事のある，メジャーな
スポーツを好んでいる。
　 　しかし肉体的接触が多い武道を嫌う傾向がある
為，体育の授業で取り入れる事で，武道の大切さや
楽しさを感じ礼儀作法も学ぶ事が出来ると思う。さ
らに最近は子供たちが被害にあう事件が多いのでそ
れらから自分の身を守る方法も学べる事からも武道
は必須である。
　 　また体育の授業で行われる事の多いスポーツ(テ
ニス・野球・サッカー）に興味を持っているので，
体育の授業で深く学ぶ事でスポーツの大切さを理解
できる。あまり興味のないスポーツ（ラグビー・ソ
フトボール）に関しては体育に取り入れることによ
り考え方の変化が見られると思われる。
② 　学校の部活動の問題については，全学年の部活動
（運動部）の所属率は約６割であり４割の生徒は部
活に所属していない。所属していない生徒の理由の
中でも解決できるものがある。自分の好きな部活動
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が無いという理由に対しては，上記の中で記載した
興味があるスポーツの上位３つを部活動として始め
ることで解決出来る。
　 　また所属している生徒の満足度は，１年生を除き
約８割の生徒が満足していない。その理由として練
習環境の問題（部活の時間が短い・グラウンドが狭
い）が挙がっており練習時間の増加・練習場所の確
保，工夫が求められる。練習環境だけでなく，顧問
の指導方法にも不満が生じている。具体的には顧問
から直接的な指導・練習の工夫の少なさ，他校との
練習試合が少ないことなどが挙げられる。生徒だけ
でなく顧問の先生の意識も向上する必要がある。
　 　また部活動を辞めようと思ったことのある生徒が
各学年３割〜４割いることが分かる。友人関係に問
題が生じたため部活動を辞めようと思ったという理
由に対しては，顧問の広い視野と気遣いが求められ
ている。
③ 　Y中学校の約７割はスポーツと勉強を両立させて
いないこの結果からスポーツをすることで学生の本
分である勉強が疎かになっている。
　 　部活動を一生懸命取り込むことも大切だが勉強を
することも学生の重要な役割である為，顧問と担任
の先生方の支えや指導が大切になってくる。
④ 　部活動内での友人関係については，部活動に所属
している男子の生徒の多くはクラブの仲間同士が仲
が良いと答えているのに対して女子は生徒の半分し
か仲がいいと答えていない。
　 　男子の友人関係と違い女子の友人関係は複雑であ
り生徒だけでは解決することができない問題も多く
みられる。そのため男子の生徒以上に先生の気遣い
やサポートが必須になってくる。
⑤ 　Y中学の生徒の多くはスポーツに対して楽しい・
友人ができるなど良いイメージを持っている。その
ためスポーツを見る楽しさ・運動する楽しさを感じ
生活の一部として感じていることがわかる。
　 　しかしスポーツは怪我をしてしまうもの・だるい
ものと思っている生徒がいることも事実であり，体
育や部活動での先生や顧問の工夫が必要になってく
る。
Ⅶ．結論
　３年前にこの地域に，若い人からお年寄りまで幅広
くそれぞれの体力や経験などを考慮し，住民のライフ
スタイルに合った運動を行い地域の活性化を目的に総
合型地域スポーツクラブが創設され，少しずつではあ
るが，会員数も増加し，TOTOの補助と，会員の年
会費で，運営している。今回この地域の中学校の生徒
のスポーツ意識調査で，生徒数の激減，スポーツ離
れ，教員の高齢化，専門の指導者不足など，農村型の
地域にみられる典型的な中学校である。しかし，この
地域には，総合型地域スポーツクラブがある。学校部
活動について，スポーツクラブが協力し合える地域に
なることが，今後の課題である。
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